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今治市地方公会計制度に係る公会計システム構築業務プロポーザル評価基準書 

 

１ 基本方針 

  本業務の受託者の選定にあたっては、「今治市地方公会計制度に係る公会計システム構

築業務委託仕様書」などの関係書類を基本としたうえで、提出された企画提案書の内容や

プレゼンテーション等での説明、質疑応答から各提案者の次の項目について、評価を行い

受託候補者の順位付けを行う。 

 

２ 評価項目、評価の視点及び配点 

  評価は、100点を満点とし、評価項目別に次のように配点する。 

評価項目 評価の着眼点 配点 

（
１
）
業 

務 

遂 

行 

力 

専門技術・実施体制 

・専門的知識や業務実績を有する者が配

置されているか 5 

同種同規模業務の実績 

・他の地方公共団体、特に今治市と同規

模以上（人口 10万人以上）の自治体で

複数の実績があるか 

15 

（
２
）
企 

画 

提 
案 

力 

実 

施 
方 

針 

仕様書の目的・条件に対する理解 
・仕様書の内容を踏まえ、目的や条件等

を理解した適切な提案されているか 
10 

仕様書に掲げるシステム機能要件の

実現性 

・仕様書に掲げるシステム機能要件が、

代替手段での提案も含め、全て実現可能

であるか 

10 

システムの機能性・操作性 

・作業効率化や活用に資する機能を有し

ているか 
15 

・その他機能において操作性や作業効率

などを支援する機能を有しているか 

既存財務会計システムとの連携体制 
・既存財務会計システムとの連携は容易

かつ円滑に実施できるか 
10 

新公会計システムへのデータ移行 
・会計的な知見を踏まえたスムーズなデ

ータ移行を行えるか 
5 

保守体制 
・ソフトウェア導入後の保守体制が充実

しているか 
5 

工程計画 
・適切な業務工程と役割分担が具体的に

提案されているか 
5 

（
３
）
取
組
姿
勢 

システム環境 
・市の庁内ネットワーク環境に適したシ

ステム環境となっているか。 
5 

信頼性 
・情報セキュリティ対策は、具体的に提

案されているのか。 
5 

（４）見 積 金 額 

・提案によって想定される導入経費は、

他の事業者と相対的に比較してどうか。 5 

・翌年度以降の運用保守経費は、他

の事業者と相対的に比較してどう

か。 

5 
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３ 評価 

 （１） 評価項目⑴～⑶の評価の際には、下表の示す評価基準に基づきＡからＦまでの６

段階で評価を行い、評価項目ごとの配点に乗じて評価点を算出する。 

  

評価 評価基準 配点の倍率 

Ａ 優れている ×１ 

Ｂ やや優れている ×0.8 

Ｃ 普通 ×0.6 

Ｄ やや劣っている ×0.4 

Ｅ 劣っている ×0.2 

Ｆ 要件を満たしていない。または示されていない。 ×0 

 

 （２） 評価項目⑷の際には、提案者の見積価格に応じ下表のとおり評価点を算出する。 

     令和３年度の導入経費の見積金額が募集要領「２ 見積限度額」に定める見積限

度額を超えている場合は、失格とする。 

  

評 価 基 準 及 び 配 点 の 倍 率（小数点以下切り捨て） 

評 価 点（５点）×  最低見積価格 ／ 提案者見積価格 

 


